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Ⅰ　トラベルメディスンについて

トラベルメディスン（Travel medicine：渡航
医学）は，海外渡航者の健康問題を扱う医学領域
で，日本から海外に向かう渡航者（海外旅行者，
海外勤務者，留学生など）だけでなく，日本を訪
れる外国人の渡航者（訪日旅行者，在日外国人な
ど）も対象者になる．1）渡航前の感染症予防（ワ
クチン，マラリア予防薬，防虫対策など），渡航
中の高山病やダイビングの際の問題，メンタルヘ
ルス，緊急時対応，（新型）インフルエンザ対策，
渡航後の診療問題などを扱っている．
トラベルメディスンは，欧州諸国の産業革命，
それに続く植民地主義の時代に，アジア・アフリ
カ等の植民地経営を円滑に進めるために，入植し
た自国民に対して感染症対策や風土病対策を行っ
た熱帯医学（Tropical medicine），あるいは軍隊
の健康対策を行った軍陣医学（Military medi-

cine）を起源としている．その後，第二次世界大
戦を経て，航空機旅行が急速に増加し，それにと
もない滞在先で健康問題を起こす者が急増したこ
とから，欧米諸国では1970年代にトラベルクリ
ニックと呼ばれる医療機関が数多く設置された．
トラベルクリニックでは，旅行前のワクチン接種
などの予防対策を提供するとともに，帰国後に症
状のある患者の診療も行ってきた．こうしたクリ
ニックでの医療が1980年代以降に体系化されて
いったものがトラベルメディスンである．また，

近年のSARSやH5N1亜型インフルエンザなどの
新興・再興感染症が容易に国境を超えて広がる傾
向や，地球温暖化に伴う疾病構造の変化など国境
の枠を超えた健康課題は，従来の富んだ国が貧し
い国を支援するという枠組みでは対応できなく
なっており，こうした変化に対応しうる新たなパ
ラダイムとしてグローバルヘルス （Global health 

または Global medicine）が提唱されるように
なった．
一方，我が国では，19世紀に鎖国政策が廃止
された後，一時期植民地経営を行い，熱帯医学に
関わる知見が蓄積されたものの，第二次世界大戦
後は停滞した．戦後の海外旅行自由化，高度経済
成長期以降の企業の海外進出等を経て海外渡航は
一般的になったが，トラベルメディスンを提供す
るトラベルクリニックは極めて少なく受診も一般
的な習慣とはなっていない．これは，海外駐在者
の健康管理は主に企業の責任で担ってきたこと，
誇張されたワクチン副反応への恐怖感，専門家よ
りも知人や同僚の意見を尊重する国民性などによ
るものと本書は指摘している．
現在，海外渡航にともなう健康リスクに関する
最新情報は，世界保健機関（World Health　Or-

ganization：WHO）およびアメリカ疾病管理予
防 セ ン タ ー（Centers for Disease Control and 

Prevention：CDC）が，それぞれホームページや
刊行物等で発出している．特に後者は，一国の機
関ながら充実した研究施設と情報網を有し，信頼
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のおける情報を提供している．我が国における海
外渡航に関する情報は，厚生労働省検疫所ホーム
ページ（for travelers’ health：FORTH）から提
供されているが，主としてWHOおよびCDCを
情報源としている．しかしこれらは，感染症対策
が中心で，その他の健康リスクについての情報は
少ない．
このような状況のもと，渡航におけるあらゆる
健康リスクとその対策について網羅的に解説され
た本書が刊行された．この分野における類書は，
感染症対策，特に予防ワクチンに関するものがほ
とんどであり，網羅的に記述されたものは，Jay 

S. Keystoneによる「Travel Medicine」（キース
トン：2013）とその邦訳である「キーストンのト
ラベル・メディシン」（キーストン，岩田訳：
2014）があるが，前述のようにトラベルメディス
ン後進国である日本の状況を踏まえて著された書
籍は，これまで見られなかった．

Ⅱ　本書の概要

本書は，総論３章と各論11章および巻末資料
から構成される．
・総論
１．トラベルメディスンとは
　　－「どこへ行くか」から「何をするか」－
２．渡航とリスク
３．変化する情勢
・各論
４．海外渡航
５．渡航医学で重要な感染症
６．検疫所
７．ワクチン・予防内服薬
８．途上国・新興国と医療
９．災害医療
10．情勢不安定・紛争地域への渡航
11．日本への移住者に対する保健医療課題
12．医学的配慮を要する渡航者
13．訪日者・帰国者（インバウンド）
14．渡航前健診・海外赴任前健診
・巻末資料
以下，各章のあらましと観光研究に関連する記

載について概観する．
総論では，トラベルメディスンの定義について，
これまでの一般的認識からの拡張を試みている．
1章「トラベルメディスンとは－『どこへ行く
か』から『何をするか』－」は，日本人の海外渡
航に際し，感染症予防のためのワクチン接種に焦
点が当てられ過ぎている現状を指摘し，アウトバ
ウンド向け医療機関（トラベルクリニック）の数
自体が少ないこと，さらにトラベルクリニックの
目的が感染症のワクチンによる予防に止まらず，
渡航者の健康被害を最小限にするために，あらゆ
るサービスを提供することであると強調する．
具体的には，渡航により大きく周辺環境が変わ
る受診者に対して，ワクチンで予防可能な疾患に
加えて，旅行性下痢症などの消化器疾患，高温・
乾燥地域や低温地域への渡航，航空機・船舶への
搭乗・乗船，標高と気圧，性交渉，蚊その他の生
物などについてのリスクアセスメントを挙げてい
る．また，渡航者自身が感染症媒介者になりうる
こと，渡航前のトラベルクリニック受診（Pre-

Travel Consultation）の重要性，大勢の人々が限
定された地域に同一の目的で集合するマス・ギャ
ザリングに際して想定すべきこと，インバウンド
（帰国者・訪日外国人）への対応，国際保健規則
および国際保健の実際と公衆衛生等について整理
されている．特にマス・ギャザリング（大規模な
ものではオリンピック・パラリンピック，FIFA

ワールドカップ，ハッジなど．これらよりも小規
模なクリスマス商戦，花火大会，初詣なども含ま
れる）においては，感染症リスクがより高まるこ
と，渡航先の環境（高温・低温・乾燥等の自然環
境や衛生環境），集団心理による暴動などのリス
クに対して警鐘を鳴らしている．
2章「渡航とリスク」は，インターネットの敷
衍や2010年代以降のLCCの急速な普及など通
信・交通手段の発達を踏まえ，天災・感染症・テ
ロ・紛争等さまざまな渡航者のリスクへの備え，
渡航者にとっての異文化理解や移民・難民・国際
協力における医療について説いている．
3章「変化する情勢」は，国際保健（Global 

Health）の観点から，トラベルメディスンに関わ
るWHOの役割，途上国の医療事情やそれに対す
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る国際協力のサポートなどについて述べている．
4章以降の各論では，トラベルメディスンの各
分野について，それぞれの専門家が分担し解説し
ている．
4章「海外渡航」は，本書を特徴づける項目で
あり，章別では最も多くの紙幅が割かれている．
海外渡航の類型（VFR，仕事での渡航（長期・
短期），一般旅行者，バックパッカー）それぞれ
に特徴的なリスクを挙げ，特にVFR（Visiting 

friends and relatives：本書における定義は，「健
康保険衛生面からの観点に立ち，民族・社会・経
済的背景に束縛されず，異なった衛生環境に居住
する友人・知人・親戚に渡航者として訪問する渡
航者」[p.48] 2））は，その他の渡航者と比較し，
マラリア等蚊媒介熱性疾患，呼吸器疾患，結核，
性感染症等の疾病罹患リスクが高くなることを指
摘している．また，バックパッカーも熱帯地域で
の軽装が外傷のみならず狂犬病リスクを高めてお
り，かつ医療アクセスが不十分である可能性が高
いことについて注意を促している．以下，本章の
節名を列記する．
・目的とリスク
・安全の確保・情報収集（予防策・有事対応）
・渡航に伴う様々な事故（交通事故・犯罪被害・
火災等）

・習慣・宗教・戒律，法解釈や生活の違い（ヒン
ズー教・仏教・イスラーム教・キリスト教，薬
剤規制等）

・衛生動物学（ダニ・蚊・ハエ・ノミ・シラミ）
・環境医学（熱中症・紫外線障害・凍傷・低水温
症・高山病・潜水等）

・人間の行動（動物接触・性行動）
・航空医学（時差，乗物酔い，航空性中耳炎な
ど）

・客船旅行（感染症の船内アウトブレイク・医療
対応の限界等）

・長期滞在者と精神神経疾患（気分障害・アル
コール依存症・急性一過性精神病障害・PTSD

等）
・旅行保険・医療搬送・支援事業と緊急撤退
・外務省医務官が遭遇する医療問題
・帰国後の発症

5章「渡航医学で重要な感染症」は，7章と並び，
従来からトラベルメディスンと捉えられてきた領
域である．トラベルメディスンの他領域の紹介に
本書の主眼が置かれていること，情報が日々更新
されている分野であることから，簡潔な記述と
なっているが，渡航医学で重要な感染症88疾病
については，和英疾病名・病原体・感染経路・リ
スク地域・概要・予防策等について表形式で解説
されている．
6章「検疫所」は，国民を感染症から守る検疫
所や検疫官の水際での対応を紹介している．
7章「ワクチン・予防内服薬」は，ワクチンの
適切な管理と接種，ワクチンで防げる疾患，個人
の防衛・社会の防衛，開発が望まれるワクチン，
予防内服について記され，特に社会防衛のために
は，医療従事者の感染症予防が重要であることを
主張している．
8章「途上国・新興国と医療」は，途上国・新
興国への渡航に関わる健康リスクアセスメントや
グローバルヘルスの課題と展望について，当該地
域での医療に従事した経験者が解説している．
9章「災害医療」は，発災時に衛生環境を保つ
ためのインフラストラクチャーや人的資源が損な
われる状況のもとでの感染症のアウトブレイク，
地震・津波・台風・洪水・火山噴火・干ばつ等自
然災害別の健康リスクについて，東日本大震災を
含む近年の事例から対策を紹介している．加えて，
海外緊急医療支援と生物テロ対策についても触れ
ている．
10章「情勢不安定・紛争地域への渡航」は，
情勢が不安定な国や紛争の可能性が高い地域等に
渡航する際のセキュリティ・クリアランスについ
て，主に組織的な対応について述べられている．
なお，本章のメンタルケア対策の記述のなかで研
究調査目的の渡航者への注意喚起が行われている
ので，書評から逸脱するが引用する．
「トラベルメディスンの立場から，最も危険な
存在が，紛争地で研究調査する研究者や学生・院
生である．彼らの多くは大学関係者であるが，大
学の保健センターなど海外の紛争地の保健医療情
報や予防接種情報を適切に提供できている機関は
非常に限られている．また，研究のためなら感染
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の危険をいとわず，フィールドに入り込む研究者
の方々は少なくない．紛争地では緊張を強いられ
ているので，国際NGOでは，帰国後にカウンセ
リングを義務づけている場合もあるが，大学や研
究者でそのような帰国後のケアが行われることは
ほとんどない．今後，研究者や学生・院生に対す
る渡航前と帰国後のケアが充実することを強く望
みたい．」[p.217] 
11章「日本への移住者に対する保健医療課題」
は，増加傾向の日本に定住化する外国人に対する
保健医療の特徴や様々な移住者に対する医療への
配慮について非正規滞在者も対象に含めて説明し
ている．
12章「医学的配慮を要する渡航者」は，慢性
疾患・外傷・手術歴のある渡航者，アレルギー患
者，小児，女性，高齢者，帯同家族，免疫不全者
等の渡航に関する注意点が解説されている．健康
リスクを抱える者に対して，ただ渡航を断念させ
るのではなく，渡航を楽しく安全なものにするた
めに必要な医学的管理についての説明が丁寧に行
われている．
13章「訪日者・帰国者（インバウンド）」は，
日本国内の医療機関による外国人診療の実際につ
いて，宗教・語学・健康保険等の配慮すべき点に
ついて述べられている．また，帰国した駐在員や
児童生徒への対応について，各国で異なる予防接
種ワクチンの調整などを中心に説明している．
14章「渡航前健診・海外赴任前健診」は，ビ
ザ発給要件などの健診にあたっての確認事項や関
連法規について解説している．
巻末資料は，循環器疾患や外傷・手術後の航空
機搭乗の是非，各国の処方薬・市販薬持参の際の
制限，世界の花粉症と大まかなシーズン，人工妊
娠中絶を巡る各国の考え方など，渡航者自身およ
びトラベルメディスンを提供する医療機関にとっ
て必要な情報でありながら，まとめられる機会が
少なかった情報が掲載されている．

Ⅲ　本書の意義

本書は，トラベルクリニック院長の近と関西医
科大学助教の三島の編集のもと，トラベルメディ

スンを専門とする臨床医（内科・小児科・産婦人
科・感染症科・外科・精神科など），看護師，検
疫所職員，防衛省医師，国際保健・母子保健実務
者，外務省医務官，産業医，人類学者，元仏軍リ
スクマネージャーら23名によって執筆されてい
る．彼ら各分野の専門家に手により網羅的に解説
されることにより，感染症対策とりわけ予防接種
が中心であったトラベルメディスンの枠を拡張す
ることに成功していると言えよう．それぞれの立
場から書かれているため各章で重複して記述され
ている内容があるが，相互に参照するよう示して
あり，理解を深めることを妨げるものではない．
本書は本来，渡航者に関係する医療関係者

（「かぜをひいた患者さんと，昨日アマゾンの森林
探索から帰国した不明熱の患者さんが隣り合わせ
で待合室で診療を待っているという状況」[p.iii]

のもとではあらゆる臨床医師が対象となろう）に
向けたものであるが，豊富な参考文献紹介に加え
専門的な医学用語にも解説が付されていることか
ら，医療関係者でなくとも通読することは困難で
はないだろう．むしろVFRやバックパッカー等
自己責任の比率の高い渡航者や，海外をフィール
ドとする観光研究者が読むべき情報が多く含まれ
ている．編著者による序文には「『旅を経験し，
楽しみ，学習し，良い人生の思い出を残す』手助
けを全人的医療者として行うこと，旅を希望する
あらゆる人を，実現可能な限り全身全霊でサポー
トすることで，渡航者・受け入れ側双方のquali-

ty of lifeを高めていただきたいという願いを共有
し，各著者にご執筆いただけた．」[p.v]とあるが，
観光事業者や観光研究者にも一部通底する問題意
識であろう．
本書の刊行を契機に，我が国においてトラベル
メディスンの重要性が広く認識され，渡航に際し
て正しい情報のもと健康リスクを減じて旅立つ者
が増えること，さらには，2020年オリンピック・
パラリンピック東京大会の開催国として、訪日者
に対して適切な医療サービスが提供されることを
期待したい．
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注

1）	 濱田篤郎（2016）：渡航医学と感染症，日本内科学会雑
誌，105巻8号，pp.1455-1462

2）	 [　]内の表記は，『トラベル＆グローバルメディスン』
における該当ページを示す．
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